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校長 平國弘明(ひらくに こうめい) 

５月に入りました。「夏も近づく八十八夜♪～」と初夏を思わせる日も幾日かあ

り、春から夏への移り変わりを感じる陽気となりました。５月に入ると、３年生の第１回

実力テストや部活動の県春季大会、学校行事では、修学旅行、宿泊学習、職場体験学習、

上級学校説明会など非常に重要なものが計画されています。既に、授業は前期時間割も作

成され、前号でお知らせした学校教育目標「夢を追い、未来を切り拓き、次世代を担う生

徒の育成」に向け、歩みを始めたところです。 

さて、今回のタイトル「赤ちゃんに学べ」。先日の全校集会の講話内容

になります。早速ですが、「なぜ歩けるようになるのか」「様々なことがで

きるようになるのはなぜか」。この問いの答えが、赤ちゃんが歩けるよう

になるまでの過程にあります。 

赤ちゃんは、ほぼ1年間をかけてようやく一人で歩けるようになっていき

ます。生まれてから４か月程度での寝返りに始まり、お座り、ずりはい、ハ

イハイ、つかまり立ち、つたい歩き、独り立ちなどの過程を経て、歩けるよ

うになるそうです。これらに関する研究によると、赤ちゃんは、歩けるよう

になるまでに、１日平均、14,000 歩、距離にして約 4.2km も歩き、平均

100回以上転び、つまり失敗し、中には１時間に70回近く転ぶ赤ちゃんも

いたとのこと。それにもかかわらず、ニコニコしながら諦めることなく決し

て歩くことをやめない。皆さんもおそらくそうであったことでしょう。 

このことより、何を学んで欲しいかと言えば、このチャレンジ精神と

へこたれず、決して諦める事は無いというところです。赤ちゃんが「チ

ャレンジする」とか、「絶対歩けるまで諦めない」などとは思ってはいな

いと思いますが、実際、歩けるようになっていく。一方、中学生ともある

と、多少うまくいかないと、「どうせ無理、どうせできない。」と早々に結論を出してしま

う。さらに悪いことに、この考え方の癖は自分の能力を縮めてしまうこともなるそうです。 

私たちには、成長過程において、日々、やることがたくさんあります。時と場合に応じ

た言葉遣い、基本的生活習慣の確立、規範、善悪の判断、学力や教養、様々な技能。おお

まかに上げてもたくさんあり、細かく上げればきりがありません。ただ、そうことを身に

付けていくことが、自分の価値やレベルを高めていくことになるわけです。これらのこと

は１，２回いや１０回程度繰り返したところで、そう簡単には身につかない。いずれも、

「やらずにできるわけがない。」「繰り返しやる。できるまでやる。」できるまでのスピード

には多少違いはあるでしょうが、「他の人ができていることはできる」という能力が既に備

わっているわけです。ですから、勉強などの自分の課題解決も、できるかできないかでは

なく、やるかやらないかなのです。赤ちゃんの歩みのように、チャレンジし、ゆっくりと

時間をかけ、そして、けっしてあきらめずに。 
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4/18 バレーボール北薩摩リーグ大会男子の部 Ｂパート優勝 

4/25 姶良地区バレーボール大会 男子準優勝 

4/25 姶良地区バレーボール大会 女子３位 

4/25 会長杯争奪鹿児島県卓球大会 女子シングルス 3 位  

            

今年も５Ｃレンジャー登場。彼らは、南中や南中生を助 

け、元気を与え、励ましてくれる存在です。多くのヒーロ 

ーが抱える苦悩や迷い、葛藤が仮面の下には、あるかも 

しれませんが、昨年よりパワーアップした気がしました。 

５Ｃへの思いを胸に、過去最高南中創造の使命を帯び、 

任務にあたっている。ご苦労様です。ほんと、ありがとう 

ございます。 

さて、パワーアップしたと言えば、生徒会ガイダンスも昨年よりさらに、磨きがかかり、分かりやすく、しか

も、活動に対する熱い思いも伝 

わってきました。一年生もきっ 

と高い意欲を持って活動するこ 

とでしょう。 

総合的な学習ガイダンスで 

は、係の先生が、学習の目的や 

内容を簡潔にレクチャーしてく 

ださいました。広く深い学びができることを期待しています。 

 
 
 
 
 
 

                                                   

交通安全教室を実施し、１年生は、校庭で、自転車 

の乗り方を中心に学習しました。自転車に乗れる生徒 

は多いと思いますが、果たして正しく乗れるかという 

と、まだ、十分ではないところがあると感じています。 

当日は、霧島市役所の担当の方、霧島警察署員、霧 

島市安全協会の方々が来校され、「正しい自転車の乗 

り方」をご指導いただきました。２，３年生は体育館に 

て、交通安全に関するビデオ視聴と講話をいただいとのことです。当日は、雨模様の天気で、校庭での実施が

危ぶまれたが、実車して学ばせたいという１年の先 

生方の思いが通じ、校庭で実施することができまし 

た。感謝です。事故に、「しまった」「間違えた」はあり 

ません。それは、命にかかわる事態を意味するから 

です。加被害者のどちらにもならぬよう、細心の注 

意を払い、自転車を運転しましょう。 

 

 


